
このメヾンフレットにを差場する虫や

クこの中には、一部特徴勁みと現

わしたものもあります東駒 足 辞

汗タカi異 なるものうあtプますのご`、か

詢ぺ`になる場旬ま、欧鏡専を御

茉11用下さい。

承集tた日    年  β  自

歌集場 戸庁

雑 湧

クこの乗夢韻

く狭集したう・L・ずラ末ノけとイ「ります>
生き物とかかわ'たづセ殖 ゥに・
あと1■フなけ

Ⅲ
無.疎にしケいご下さい。

そのF_atこもラ年ルlす末フこ
Ⅲ
す。
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■

１

２

３

４

５

●

クこっこ幌 ?

主 ぃほどこ

クモぼ.え円と三見るとぼ 解tらない

なにこ合べるの?

クモにう 剤こが t 各ヽ

クこのあ母 さんと1ロ

クこのあすとあ王

PI

P.3

P・5

7.7

7.留

P.8

４触

娘 部

レモ権本脚.ク モ,で何を?
スパリ,クこは

｀
虫
ク
です。髭虫て'tまありません。

これけ.人間が.自然を壊Lたノ、考在 り賃いく上
で,イヨチ1」なように つく,てきた分装負単びらきてい

う考え方てⅢす。(こ男叫の方法の一フと考之ていいで`こう'
ミどうして1乙虫を

・|ユし`ヴな・いかクとぃう要をしい寄は,

分増負多の本に■かせう与にしこ、とワあえす
い
と
いこ

カエ乳虫と遺うか言1は,きりさせて、クこと身近
なつ にとえ し`とましまラ。ここで協単をな軽
ホ●Zえてあヽき安いラ. は ,お(

■虫角

昆虫

喜フに万」れる

6 月ヽ

鵜軸竣 .単B薄

するうのが考ぃ

つ 虫むDかう

末こ生静 3.

頭 胸  堰
復第)

Bフにわ力珀ます

／
争
―パ
イ
ン
Ｌ
が

わ
か
，
て
る
と

わ
た
し
ご
も

ク
宅

か

ど

つヽ
か

升
う
げ
ら

れ
る

玄力虫の体 じ
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ユ

卜じム ン ザ トウム シ

賊
,夕 と

タラ ヨセムン

クこは 白怒浮ごば.中PgR釣な″宝わりとしていま互クを力▼tlる

4 う`執ま.ェプにな3生物′エサににいる生物がいうとヽ`う与ごす.
(やフ
ート
・:食埋 袋 )

い軸
ぃ，
ガあ

死 ぬ

′
解
立

れテリふ―ン/
t手た ' ( .
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クモの1肇ネ 21運算はどこぅクモあ番すとめす
ちど,としたコッと知れは1あをたしかすとめすとみわげるこちが

｀

毛tま す。

① キーワード:χスはォスゴリ☆きい。
同じ抑闇・たるに2豆負クセカゞ いたときは、たいが い大きい

緊 鑓窮〉朝ド缶課葛霊
ると。体 干夕が運うので 見分けう与ウゞ て

い
きます。)

オス1ま。み,bひ メズのとtアんこと,てt嗜のこ嬉完窯弔

事が` ごきます。

ブ3ロウク
Ⅲ
この材奪整.

私てしてしをべKみ ると、
L々 に遭 却 め がリ
ます.

来 ヮン/thイント
アドハイス

クモは一え二え ヒ

絃乙ないて 一`致 ,
こョ残と口矛なを`
ヽヽユす.

クモめ牟ぼ.国の

部おら大きさそ
Ⅲ

くら、ます傘張ェ

弓kヱ
いいます。

ク
毛

の
　
コ

ガ

え
は

た
民

ん
ど
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いく し

④ 業
一ワード :角虫R文(Aウじフ

°
ともB予びま')カドラ終めテr

系

バヾ

し
の

③ キ
ーワード : ひっくり返 して月夏tみよう

クことひ,くリカ又限 月質郵t鬼てみましよう。すると,メスの

月及の中央ちよ北上あたりに生す酪 (ェピタ とうげお すルド

乃つかります白口と左解 りと・求胡 につなげち大t/7な魂妖i

A間 と圭 ,こ クこの世界0ま。メスのlgぅが ゎだちます.

ク
モ

に

を

，
た
　
ヽヽ
ヽ

つ
も

り

て

号

と

く
な

と

メ
ス
の
は
技

オ
ス
の
触
及

こ
ん
な
ふ
う
に

よ

，
す

ぐ
に

な
つ
て

い
る

の
よ

ｒ

ｋ

ク

モ

と

人

間

は
，

ち

ょ

、っ

ど

は
ん
た

い

後
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クこの基本 3.クモは綱 竜芽るとばFRうない

クモの名苅パ &かなか拭てこないのこ`1そ うフかなし坊じ略があり復

tんえ前とクモこ仁房竜か知ていただくのし,柔じむルムのつで
・
が 、ここ子は。わ,

とルRヽヽ日ご クこととりまく白女官のり と力功`わ,てみましょう.フターフ
'7と
さんめ

世子に レフツ、コ
'と
です。

フモぼ鯛 と琵距tかと罵いル巧て
'す
代そうと|まF■りまとん。生きあマイ/fN●ム

寅に き士ざまで
'帆
u3い こな

・
夕rフ
・
こ音沙 齢 ました ,右へ

°一メとあわとて、

家雪温疾安岩:鱗
6と
鶴i誓召蟹芋;立
千隠膨クモ′耗うすに

|.じ7くリタイ7° 支をと
‐rこと宮、てェアルⅥにてくうのとまうかまえています。

2.者無歩タィ7° あうこう彩勤しをがらIナと戒し.みフrr3と雅びヵラヽウます.

|.力てれんぼ
'7/r7°
赤の憩長にXれ たり、1ユリフいたりしてめたつません.

4、4回雪タィ7° 林 密ど【とがうフき程を旨作ツ.ャにおそい打.
5、奄登斡こタフ。稼体のパえるとクど均`う択Z働・エヤ「嬢拐酵据ヨトリま先
6。な!メなわタイフ° わ|ゴリのあとが

・
フいた兵とだヽりまわして工すこ承Jます。

7.痢なの中1尭む ク毛もいます (靖ゃみ″とみで
‐
す)

3`地 i勧徘ィロ7/rフ° おtりに的P(りFめウ)こワ!すこ夕ぃい る`のこ肋 友ゴチ
9.チビごじ末′く る 東,マaのヤ子といでみフかう刃せを7こ.
to、宅斡士%7°  地 面がぅ火tほり.歴 とイT51とがうこイ乍3をういる。

ll.主まと%フ° 芸とまt て`と主侮 ゴ官57T7i剃明翼勢老!ど粒 _
12,大型 iコキ7‐哨ラ■ズ暫のれ .霧扮字と〃サラ

・
サ走り田り,Iサま☆す.

13.白しヽァンドィT3%7' デ ントの中にし`て、ア)テヵがわりに尭助<・う怪禾でゴ能
14Mし .和帝771ブ 節会でもと

・
Eで
'う
戸線上ヨJ郷晩財T,て盆疲r増ち.   仲

う`

15、―ネ斥円移イア ー本dル Ⅲ之 斉周と慨り〃をBこ|またじすi尭

16、こ本六円?タイフ
°
.三本 ク 。

17.あ ぅヽと
い
F型そ町タイフ1

18 用 品 、マ|じにこ
Ⅲ
れ章t予す犯郵鍛うぃます。

19.181ィxてぃ弱が、クモ|まEPlじにはおらチ警に詫れてtまヽす
20.ちゃ,がり7ィフ

・
ィとのクこの孫円li tとヽうろう。′

21.か ゎん型 のイ岡
22、ホ ヤ生光7ィ71雪 気ドLムを作フて花詠き■(ミズフ

.こ
)

23,かをね をとHこ夕か次
｀
の利町をイ窄る。ル ホイ和 r歴
昭 鑑
子籠 R鍛発拡劣字

い
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野 夕牌
・の目のラけと

'こ
ろ l～23%フ 。団

(昆虫等と同じよう↓こを見妄Iユ申勅 あヽります)

4子-8.

※観察スリー示イント

①lメートル碑地はヽ 力`が?

見殉 ドしぼれない向|ま

と力Yフ ラフラモ勤いてクをと

影印掲与カド生藩 じッ.木

阜 株 斜 砲 ここと動 たう

し|ユ
!ら
く か|まうてみましr克

② 目の高さこ安えて、墳瞑
みまチチ供豊の虫みフrす
じようす
｀
1ま、このへんに科,

敏が あリセうです.

(地面すれすれ
→中月手

者の体と安イことフけて)

③ 続 →盈′承コは
ヽ`うんなクこに生を支る
千ャンスです。

ヽ

５

，

ｒ

ｒ

ｒ

ｉ

ｌ

ｌ

，

′

Ｏ

Ｇ

ン

ク
″
え
キ   う

＼
＼
＼ド募とを



4.4ET竜食ギるの?

ク毛ぼTgTとエサにしているでtどう。野タトでを目へⅢる手がか りば.やほ
り.キロで'す。希田の周辺.癖3のヤとょく見ると.ェサャ食Aラ すヽ査見引ブぅ事が

'

て・とます.

ジ
・
クモ

今
う
が
ま
，た

エ
サ

つ
が
キ
や
ん
た

エ
チ

（
で
く
る
ん
で
あ
る

惣t盟彗残路
ヘ キ~ポ イント 1個とぇるクこ,夜ぅす1こナこまわ,た,落んだりとて

えきとつか立 吾クモ……をり方rま.まうまちて母移 先ヽぼ.

的 と食へすます.

%
ウじ

紬

さ
漣 ":

しろチ●クこぅ

ェアになる事が

あります.
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クこの基本 S.ク こにも津歳力▼ヽ 1る

ぁ新 導哲覇蕪転ゼ近掟新争督
クこにう′ちたと放パ
「ゴ'1所て

いすね

グモの基本 6.ク この添母さんと岬

クモも的Pをとみます。一ブ者に象フをむごいう。-4口す̀ フをぁ
夕ともと`れば

い
、タト「塾めトリクイク

Ⅲ
モのどうに3つθクイ回だ≧むじのぅ、ぃま班

〒差万別てWす力ヾゃ者通平均す3と、loθ茄後とぃ,たとご吾ていす。
さてこの的減!ユ、ひ竜ょしでfFをくて,余ていていきたイpぃと呼ぼ'れるだ
にくるまれてぃます。費青者でヽうェック■コターンて崎Pあまか)とこわれていま立
この的Pのう.荘裟箋に工て。7//,こ.ズきじ公すしずヾ`ん童 、ヽます。

既 寵 t「忌晶 i袋 ゴ≧ 雅 予憂 協 ぢ墓 雑 堺
ていきます。

で提 雪志 ど

°

赫 も 盟 論 浮品 発 遅 、
｀

朝 弓1獣 脅
つけやすいで

｀
五

ヒト?

刀マ

物
和亀

と>苛

tダ
リ毛ド千
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駐 察 に 叉ヽ1子 を もの ば .

ワ毛 か
'tヽ
た ど うする7

▼ろう フィー/とドマナー

かきねで ミニ窮 窯 食

人も生甚物

主らに れ しむために

クこの実勝密 1.親 轟に韓零なものは■

1.

2.

3.

牛.

51

6.

t O

! 1

R13

P I牛

P . 1 5

ュ16

クこの与が
・
ヶしゎかゥたとこうで,さあ

夕こです。東F寮1■ク毛と鬼付lすにはこ

みましょう。4きに,スコッフ°′ネット.ふるt｀

リュッ47"7.)レーヘ°1■ノートと……・・……。

ちエラとイ寺,て下さぃ。どれとヤLクその

生たドしヽに押1同するとこ|ま.イ電界」なしの

ごすが
｀
、とう気 負わす

.1こ
、夕じすつク

′
モの世界に 入つて し`<ことに しましう。
1ツ'宰な建罪柔は、発タトに生るうちに

定ま,てとます。

4t,あが あるとミ=緩 妹がて
いきる道摂

あ
る
と
代
測

げがと吐 時
自1ここiかが

・

人 ,た 日寺ケど1

刀←t塙 ラて 1`3と

たすかりま寸.
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ク毛の実ユ乾
｀ 2. クモぶ

°いF_。と
Ⅲ
うする?

クモ|ユ.岳筋 るがう
とわ,ち↑夕γr

キャー玄牧 か亦・4‐/卜に
人れて.

ろ乙ら慾者
ヽ
雲ギ4島
じ'

まをんが ぃじ,て不身諄一.

ミ
クこ
″
とし`うと

代
ヽヽゃな 虫

″
といフたイメージ

・
の

人が 多ぃとるt まヽイ。けれど
や
飛いク
さ
え看う

が 罵、ぃクとを,た衆
｀
見は、☆スヵ▼数ぇてヽ`ること

が
'多
ヽ`のです。靖と場合にゴっては,た液
と.教承 めく上で セ奴″し大t刀ごすが

・
、

まちが
｀
,た彰 てⅢt く`と、人PBRヤ|じのあ乏林

劣うかねません,生き物に|ユ桜′す末初を
役朝が
｀
あるのご孔(たと之岳へL`で3)

とのどぅな声と万にしたこと|ゴこありません

か,ヽ`まグし.自然ごにフいて正しい策〕塙哉
・
ャ

奏しt /ヽ体岳議パあったなら.立ってくるに
ちが
｀
いありません.白無

'に
対しR吻

侑ctなく、ことさら恐ろしがつT・に
ヤラてみ並 んか。今ラぅ`ごし塁<あ りま
七ん.レッ

'ノ
トライびす。

クモ ″ヽ
｀ 1ヽた夕組 と匙ワけた,どうしどうか 。

① ミーワート
S:ち
ょ,と待てF

すぐに無1とさわ,たり・ク毛とワ汐`まえたりとす
Ⅲ
に.一歩行う

ましょす克しrまちくクモのせ巧たrこフきあラてみ

たらとうこ“しよう。とことるフさぁえう…・

セニか
…アマ〒ュアのラ虫みて

い
互

・たた
い
し、つぶ移とる

夕
ていぼケ<1移があるに

と,て しまいかちて
い
す。そこご上手備訳野囀

こあすすめ します.潔 秦後.吉を準重 とて

みると見ていたフもりだフ`た′こに E訪汁ご

気が フくことか
い
て
いきます また.イヤ翻どう

悲苫
…
掌逢母操圭当願 所|ラ鶏

責駐.魂夜
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② 雫
―
ワード;夕毛ほ苑くない。
Sク
この毒ぼあるの?″このへんが

・―な気にな3冗に立濯 ウ`
に 亡丹には、ゴケクⅢモ守,毒力Y託 態 に子3ク毛ラぃますカド
国内ていは,クこの石宏 ご々狩ネ■百なる文尋l」

~あ
ヮまとん。

ク毛の名前′と比をアタをしているか ,制のとと`にクこルゞ いる.
これらの手とも国代るヽに1ま、子nSぇてみます。クモにとッツトブで

°
抗

やに引【 フまると

汗型のク毛移と
'1ユ.

キパ
・
が衣 モいのご

か まれる。
,す、=をクモば、キバ

・

と たてても 」 ま

ど
や
ヽ`た(あ りま
とん.

図α登などで・自電へ
°ます。絵 あゎとで無、理にえ前ご家:めて

しまわかめ に'じが
・|ァて下さい。クこの溜譲事会にみ″Dざねあと.

クこの孝ウゞ 貝招範ウにフかめ3ので'み 夢ルをい克 `最終バB―ジ坊 )

③ キ
ーワード,セ れでつ か まれたう.
アヽチと重って ます

Ⅲ
辱‐の1じ国こは ありまtん。か拘にた/~tぼ、務斡 |`〔

いたかますが
｀
、ブ、チの崎りような ば ねこ声1ま.しまとん。

存11タトとして
ミヵハや千コマテグモ_″ヒいうクこウヾ し``ます。(Pそジアレ

ノレギーのある方rま.寄 マ この7こに わピ

れると、ぼれるこう小
｀
ありま帆 そんケ時ば、

とりみえす 、`こg弔の所い 、

もうろんイセのクこ にがま加た デル合も、

黎騨努1桑警晶晶、免ご朝

境
慈
準
) ,
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クこの実践 3.守ろう功―ルドマナー

//旅

朽91■い う。
とくに大人のた
もやかに輔

｀
らない

コ
Stで
騎'ダトをさござ/Jい

ジ
(増
夕

持ゎ、こデ監.深くみまう
TBAめ所有地に入る時は

ひと声力ヽすて.′土入贅止地

Lには入らをしヽ。

守ぐに とらrJ、、 ィta動 物とネどかミ

ないように

ざ

ク毛)太タトの生き物

匙あお,たら石や革など
は.tとどうりにもど

'し
て
寄ろう
。

74~Jじド・

マす支米伍

軌霊
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7毛の貿足者 4.かきかで

夕もとの地へ 988q
もDDごも とす3ピじ
~力 と`おむ ミ=隻察芸

~
げ

売i3・かと組のを見紬 うg寺は勲こ差竜じsしつ(特にホ束ん
から自こ!ことしませんように.)

・=■ド9カ
゛
甘どの幼虫にも主こと|まらいましょう。

・力岳しT_ての3tね13よいにわ。

夏 = |ツク ラ克|ウ柱ィ物
4 ●

●イ

クク
を乞箸そん多

l‐ 為《一 冬―___→ 奉

クサク
｀
この
1いのう

ジョロウグモの

烈
―
報
―

″:i

ク
れ の盤 須 い
め て'■.を見琳、

孵

木・トンと菓■て
鬼 ん唐石、リ

御

窃

・
ノ

贔経茎孝葬ン
みすきとにてみましうrろを

るぅ業のヤのワモ



クこの実践
｀ S.人 も生きt協

人にと,て自然tは W寸
Ⅲ
しも′渋近な毛のごIIありません.提誇韓K

してい,たが.自然tは、ヽじ
・
られて います。ク毛と含めて生き物が

・
芸み

ヒてヽ`く為に1ま、人が セニのあたりと本当に知り体蕩と.尽'けられる

ようにを,てt くヽ、マ′幸が あります。それと無好兄してし`ラたF_めに、世昇申
ご・家■の失敗としてきました。今も,能ぃてし1ます。そのへたの龍|す.串

｀
P斬芥

にまかとるとして、とりあ乏r｀白ボし蒸
=じ
る態良と岳めるコツとここで,

おイスをします。化にもあ,たらぜわち質えて下さいっ

>キ ーワード
｀

ほんとはどうかな
大に とフて便利 を事 便利を

佳'3で寸が1生き物 にと,て

ほんとに どうかを と力えてみ

たら どうに
Ⅲ
しメう。

トキーワードi殺 虫ぅ林とイえゎをいとが本当にどうかを亡実行ほみ工

独 捷監r梁漸謂垢携徹 i
実鷲軸まかをりたヽ へ`たセう″

レキー甲―卜
'こ _しヽぅんな事こ感

｀
してルめて 賃力けます。人|ま″Zろ事

・
が
・
てさます。不1★こが説し【格のでk′ r「fユケ栄みこ

進訪ましェう。イ世イギのチたち!こも伝え章陶う。セのあ にも.

野 タトに 予々フてみませんか`

来 もラと'巾りた しlスヘ。(/―
~と
ィスぇていきたい方1貫_tⅢ私壱花虚

・
粋て下工 .`)

サヒ第:と生きる55の方う去 :企邑.がヽィアうをまた。続隻下舛いさとか
材":日 本リサイクたs望動市民のなて rooo日D
|ユんの不

全課
園略
ね

窮
権
輸課
窄

立
４
に
川
ｒ
り
ヶ
ガ
が
名
ご
、
」
ぼ
．

経
覆

年

済

を

ヽ
～
た
い
を
い
ｆ
，
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ワこの実ン究 6.さらに親としむF_めに

阜ウし
こどもの 国

を日緑地

四各弓験

浴ラス市民病箕

弟式キ

高雇ぬ

月家 名ヽ彬t―帝

① ます亜ゅ易がう 野タトに生てみましル.神奈)〕1県にば予民の表ポ
t十,こうあリユすし、ちェ,と尺との13t'すと月茅↓嬉施と早)色がぁノま互
(上 の地 国 )

② デしじ
・
で 時々、クここぁっか,た番組 が

°
ありま抗

Ntt K:ゎれ域化珂わバ リー   PM Pfoο～

T,Siわ てわく勤明物ランド   Pい .卜。。～

韻亀昆子災′言妨靖軌艶肝落輩繁 等ホう
一

,■/、  回国
●

・・
　

団

√

抑
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C)7こ の本  田 孝館をと
Ⅲへ足とむけてかませんわ`安ぃ本わ`材りB打.

抑 の国0登  7こ
7f一′しド図鑑  ク 毛  蒙 寿 丈掌虫月え公

貌 窯のネ  ?  ク この
一生 F暫八社 .千目字え強

｀
ヵ.

′′  4 ク この様ちヒチ '    夕
′

ク  6 ク 毛 たちの狩 り てめ ク ク

′′   7     ク      (下 )  ′ ′

換盟輩祭鞄蟹
え花.著議

④ 史私7毛改説会の客乳転・稼隻公に参カロ貿みる.
ワことttI,てヽヽ3人とテ竜ますと、と.ても安とぃていすし、
ク毛力名もケし才つ われてぃきます。
5月 に サ子こ、黒め ウ巻画てま"ゃくて比)ひ
再窪きを乳岳公力ゞ ありま孔現味のあヨ方は 下:こ
幸彰ジろ 縫 口宅にあ

・fLRw合ゎせ下さい。

①  クモめ喜【
Ⅲ
5岳ウ してぃ3会

具忌ク毛散乱 会

岩郵 ブ|、野花調 〒/`?諦 や新名E酪 写げ
~2ヨー/

国主君増十平物メ遣坊玲旨 動物所鬼部

事務乃 彙 四宮一 千227君牟HI島亭わ輸茅☆ ‖)E働 夕″
全 安 ノア7/毎支 一 月先 2～伊θθ月 夕 生鮮茅☆生まで)2ク つθ月

(年午回窺 鷺公、毎′回冷 亀 .公 乱 年Z回発行 布
!陰年2由)

7毛推ま入P島とに`,7と向えて
｀

まとおこかました.t いヽごとがら

ク毛のじ務iL足セ踏みハれK

II、いががて
い
レう。

/夕? / . Jガ /す日

蕉 日鍵 忌斉
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